
市民憲章
打だくし左ちは、利恒川と手菌沼1こガこまれ自問と垣!E[ごは

ぐくまnl'長孫子(/J市民です。
杓Eくし1'5[o、田君罰膏文化al市をめざす市民としての語

りをもち、明日への開いをこめて、ここに市民軍章を定めます。
水と眠と土田lこBいガいっぱいの住みよいあびこにします
山と障をきEえ生き生きと由き停びゆくあびこにしま菅
老人を大切にし子どもの夢在再て幸せ怠高びこにしま菅
ふるさとを重し 文化を高め豊か且高びこにしきます
みん忽で話しあいさまりを守り 明るし""ぴこにします
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¥ ¥  個人情報記録頂目

重重量

[基本項E!l 氏名、住所〔公祢コ ド、番i也、万書〉、性

別、生年月日、 t立帝王氏名、続柄、個人コ ド、世需コ ド、

住民区分、国培、住民年月臼、住定年月日、住民で芯くなっ

た事由、住民で芯くなっだ年月日、聖子ム前住所、野吉再U住所、

転出先住所、異動事由、 E百出年同日、異動年月日

[選挙項目] 登録の有無、登録年月己、役票区、設票区分、

i末:肖年月日、 l末;肖事由

係関 [学校関係] 学校区コ ド、保護者似百人コ ド、幼稚園

コド

康国
世需三F氏名、住所、彼偽喚者記雪番号、関呂区分、一般退

陰者区分、年度Eリ期別税額、金訟機関名、納税義務者電話番

保険健民
号、通知書諮号、納期限(口座振替日〉、レセブト番号、医療

1世間名、法定やZタ〈合計点数〉、保s貴書負担額、被(待費害負担

額、高額漬養費該当額

国 氏名、住所、記号番号、 f重5lU、取得年月日、取得事由、喪失

民年金

年月目、喪失事白、免除区分、免守該非目、免除理白、 m出

受信区分、拠出年金受給権書記号番号、福祉受給区分、福祉

年金記号番号、 1田ι年金受信者事項〔扶養義務者との続柄、

公的年金の育1開〕、納付記録、週誤純金額

[普通鎖収特矧j徴収共通項目 氏名、種別指定番号、所

i号室額、所得主主除額、課税標準額事項〔給所得、分離短期譲

市
選所得、分離長期譲渡所得、 UI'問所得、み芯し法人所得〉、

m~!見事項〔締所得害j額、分離短期譲渡所得、分離長期議選

県
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:ヨ等部額〉¥県民?見事i頁(総所得言，[J額、分説短期譲選所得、分

民 ~1長期議選所得、 UJ林所得、ゐ芯し)ic 所得、控除額、合計

所得害Ug-君、均等害[J額〉、合音昨税額

税 {普通徴収個別項目〕 納税貯蓄組合コ ド、納税通知書蓄
号

[特卸踏ま収個別項目] 給与所得用除陸の金額、給与所得以

ヲ1の所得金額

動車干党軽自
氏名、住所、納税時蓄組合コ ド、納税通知書番号、 1望論番

号、車名、型式、年式、排気量、型式認定番号、車台番号、

交1寸年同日、廃車年月日

2共通項目] 評 価 額 事 配 地 家 屋 、 償 却 資 産 〉 、 固 定

震産資 量産明見時事I買〔士1也君漂、償却資産〉問調悦

三τ悦li言準額事i頁(二tl旬、三'r1室〉、固定資産税額、都市計画税額、

償却員J至悦額、軽減悦額〔ぎ厚〉、合討税額、所在地、所宵者

手先 氏向、所角商品rr、納税管理メ」玉名、納税管理人住所、伊]f見

貯蓄組合」 トベ、死亡名義人よ玉名、納税通知書番号

市者B [土地課税頂包] 部市区分、現;)T)世田、現ノ兄I也墳、台張閉

良、台i長;リII昌¥言手?片J自信、住宅用地面1童、戸叡¥IJ¥規模住宇l

言十 用地面積、非住宅用I正面1量、 1π「当だり百平価額、句評価額

画 [家屋課税項目 lJ1.iJ/.床諒1声、白懐床蚕首、物件1霊頭、干
手先 たる用途、土体の1昌1E、建築年川、割F市区分

I也 [地図7"ータ] 筆界建物l引立直形状、佳]医、市街化区

EE報情E 
(，ヲ5号、市街化問津区民界、都市言十直道路、日然公開区限界

[属性テータ] 〔固定員産税 割『日言十週明の記討項目の

習を{主同〉

童児
0=;柄、住所、認定番三 主言j!!世間18旬、厚番号、算定問童

(三号?刊の有無、算定l句歪〔活3 iL以降 1応用区白特例二三

汚 只1E'宇山、出ト計三t司円号(寸E宣~JJ年内日、 ~::-:íÎ::"年月己

手当 :引工通知年同円 開;口年同、肖周年月日、支給衰付児童事I百

(氏ε、牛年同己認定灰元、認当ff同円〉

乏，震人三
氏名、住所、受信者高日、保険種目IJ、'm保請書氏名、言区

分

円頑j 釘 画自項目] 日 記 、 問 、 人 野

末処終
{汲取り倍別項目] 亨お'Tミ「ιz禿ヨt;riJ(氏名、 IJ刷、口座

歪岩). L;，~約主宮、 U~\ ，~，ljj官同己

[j争化信伺別項目] 処理茜日、日[j!jl万立 音量 青同業青
理 保守oねL二

.r:h有吉正千円 にfjf-:;子守j-I，~河 口定苔号、用τ圭 ェょ う1 自主芭ij

氷道下上 I ，~j巳「卜佐高主、フl\戸工事石毛三、 1幸町dく軍 :水町述、下

"邑釜 圭 ~)2l可陣1コ 夜明什:互角当額

館図書 I 只戸可 申九 f，J阿弥戸':c'，J群、台湾問!日、主王子f空白
ト l主I~o~分坦コト図書...]-1
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